
俳句・川柳20句　関根悠介 

「8月のニヒリズム」　　　　　【俳句】

風死せり銀河と豚の衝突や 

静止画もゆがむ炎暑の乳房かな 

みそ汁に雹浮かべはや半世紀 

二時間で終わる花火とラブホテル 

人間は躓き蟻は躓かず 

太刀魚や流星痕に悪ひそみ 

かなしみを凍らせるくらげの余力 

朝顔へ水やりをするニヒリスト 

トマト捥ぐ少女初潮をあまくみる 

炎天下服の中には裸あり

「神・宇宙・私」　　　　　　　【川柳】 

錆止めを塗る粘膜と粘着音 



カラカラと騒ぎ狐に魅まれる 

断ると言われ憲法読み直す 

近眼の字が少しだけ傾いて 

沈むので心を少しだけ棄てる 

埼玉で眠り土星で目を覚ます 

切る壊すつくる怯える指曲げる 

闇ふわり私は今日も絶不調 

死によって性別がある私です

神さまはケンカをしない筈である


